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 全国の訪問看護ステーション 1000 事業所を対象とし、訪問看護ステーションの属性および別
居介護者への支援状況について質問紙調査を行った。 
３．結果および考察 
 228 事業所から回答が得られた（回収率 22.8%）。別居介護者への支援事例については、219
事業所から得られた 402事例を分析対象とした。被介護者である高齢者は単独世帯が 74.4%を占
め、要介護度は要介護 2が 24.1%と最も多かった。別居介護者は 50～60歳代が 71.4%を占め、
高齢者との続柄は子どもが 81.6%であり、仕事を持つ介護者が 71.9%であった。別居介護者が通











































 第 2段階で作成した別居介護者支援の仮説モデルの妥当性を検証することを目的とした。 
２．研究方法 




 214人から回答が得られた（回収率 10.7%）。質問項目の重要性の認識に欠損のあった 10人を
除外し、204人（有効回答率 10.2%）を分析対象とした。探索的因子分析（主因子法・プロマッ





















































































 第 3段階では、第 2段階の質的分析から導きだした結果図を訪問看護における別居介護者支援
の仮説モデルとして、モデルの妥当性を検証することを目的とした。全国の訪問看護ステーショ
ン 1000事業所に所属する訪問看護師 2000名を対象とし、訪問看護師の属性項目と第 2段階で
作成した別居介護者支援の仮説モデルの要素に基づいた調査項目について質問紙調査を行って
いる。214名から回答が得られたものの、回収率が 10.7％であることと、訪問看護ステーション
の設置主体について厚生労働省の調査と比較して医療法人と社団・財団法人の割合が高かったと
いう、やや偏りのあるデータではあるが、その他の項目については大きな偏りはなく、新型コロ
ナウイルス感染症が拡大している状況であったため追加調査は行わなかったことと、この点につ
いては、研究の限界と認識していることが説明された。仮説モデルの検証の手順は、共分散構造
分析により適正に行われ、適合度指標等の数値を示しながら最終モデルの採用までのプロセスが
丁寧に記述されていることを確認した。また、採用モデルの適合度指標からモデルの妥当性につ
いても許容範囲内であると評価した。以上の 3段階の質的・量的研究のプロセスを経て、別居介
護者に対して訪問看護師が提供する「介護者としての役割遂行を期待する中で多重役割を持つ別
居介護者の生活をも尊重した支援」のモデルを提示できたと評価した。さらに、支援の実施状況
と比較した分析も行っており、その結果から、現状の支援の課題を明示した点も評価に値する。
特に実践に適用する際に、【多重役割を持つ別居介護者の生活を優先した連絡】に関しては、被
介護者と離れて暮らし、タイムリーに被介護者の状況の変化を把握することが困難な別居介護者
だからこそ必要な支援であり、同時に訪問看護師からは見えにくい離れて暮らす別居介護者の生
活にも配慮して連絡を行うことの重要性を示唆したことは、本モデルの特徴として新規性を有す
るといえる。 
第 3段階の研究に関しての口頭試問においては、第 2段階の質的研究から導き出された結果図と
第 3段階のパス図で一部に矢印の向きが違うのではないかとの質問があった。これに対しては、
第 2段階の結果図は、訪問看護師の実施する支援について影響の方向を示したものであり、第 3
段階のパス図は、支援の重要性の認識についての関連を示しているため、矢印の向きが異なって
いるとの回答がなされたが、十分な説明が必要との申請者の判断もあり論文にも説明が追記され
た。 
博士後期課程の学習成果として、博士前期課程では、M-GTAによる質的研究を修得したが、後
期課程では、さらに Ethnographyという異なる質的研究手法を学び、実践できたこと、さらに
統計的手法についても共分散構造分析をはじめとした多様な研究方法を学び視野を広げること
ができた。長期にわたり対象やデータと向き合い、フィールドと交渉する力を身に着けることが
できたが、仕事との両立の難しさはあったものの、在年数が 4年になったことを振り返り、研究
プロセスをコーディネートする力、計画的に遂行する能力に課題を感じたと語られた。副論文の
作成の経験も含め、自立した研究者としてスタートラインに立てた実感を有し、さらに研究能力
を身につけて本論文の研究課題を発展させたいと今後の展望が述べられた。 
以上のことから、本学位審査委員会は、提出された本論文が、愛知県立大学大学院看護学研究科
博士後期課程の学位に関する内規第 16条の 2項を満たしており、独創性、新規性、発展性を有
し、実証的かつ理論的に成果が導き出され、学術上価値のある論文であると判断する。そして、
申請者が看護専門領域における十分な学識と研究者としての能力を有するものであると確認し
たので、博士（看護学）の学位を授与するに値すると判断した。 
 
 
